
第 5回定例会議案を紹介　２㌻～
ここが聞きたい！一般質問　４㌻～
9月定例会で決まったこと　７㌻
みんなのスマイル　８㌻

9 月定例会

議会だより

岩
手県田野畑村

議

会

2019.11.15

№
121

丸奥自動車工業㈱に入社 4 年目の、中村
めぐみさん（岩泉町出身）。夢だった仕
事で、日々やりがいを感じてます！

整
備
女
子



　  

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

●
総
務
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

 

●
広
報
公
聴
常
任
委
員
会
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平
成
30
年
度
決
算

　　　

議
会
運
営
の
調
整
や
会
議
規
則
、
委

員
会
条
例
な
ど
の
調
査
、
制
定
を
行
い

ま
す
。

　
　
　
　

委
員
長　
　
　

中
村　

芳
正

　
　
　
　

副
委
員
長　
　

佐
々
木
芳
利

　
　
　
　

委
員　
　
　
　

佐
々
木
功
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
山
久
男

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・		

工
事
請
負
契
約
を
３
１
２
２
万
１
７	

２
０
円
増
額
し
総
額
を
11
億
４
１
６	

１
万
６
１
６
０
円
と
す
る
も
の

・  

受
注
者　

陸
中
建
設
㈱
・
熊
谷
建
設

	

㈱
特
定
共
同
企
業
体

● 

田
野
畑
村
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
工
事

（
機
械
設
備
工
事
）
の
請
負

契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

・  

工
事
請
負
契
約
金
額
１
億
９
５
６
万

円
・  

受
注
者　

㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
宮
古
営
業

所
● 

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　

（第
２
号
）

・  

７
８
４
５
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
56
億
９
２
８
２
万
２
千
円
と
す

る
も
の

● 

令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

（第
２
号
）

・  

事
業
勘
定
に
１
３
２
万
９
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
６
億
７
７
６
７
万
９

円
と
す
る
も
の

・  

直
営
診
療
施
設
勘
定
に
35
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
１
億
２
９
６
７	

万
４
千
円
と
す
る
も
の

● 

令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

（第
２
号
）

・  

保
険
事
業
勘
定
に
１
２
０
６
万
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
億
５
６
３	

万
９
千
円
と
す
る
も
の

　９月定例会は、９月１３日から１９日までの７日間の日程で開かれました。１３日は一般質問
が行われ、４人の議員が登壇、村の姿勢を質問しました。１７日は議案の審議を行い、報告１
件、議案１４件を原案どおり可決しました。また、平成３０年度一般会計および各特別会計の
決算認定７件を審査するため、議長を除く全議員で構成する決算特別委員会（委員長・中
村芳正議員）を設置。１７日から１９日まで審査を行い、最終日の１９日に本会議でいずれも
認定されました。また、最終日には発議案1件が追加され、可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   編集 ・ 広報公聴常任委員会 （委員長 ・ 小松山久男議員）

 
 

こ
の
度
の
村
議
会
の
改
選
に
よ
り
、

議
長
に
就
任
し
た
鈴
木
隆
昭
で
ご
ざ
い

ま
す
。
２
度
目
の
就
任
と
な
り
ま
す
。

元
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公

正
・
公
平
な
議
会
運
営
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
田
野
畑
村
は
大
き
な
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
議
会
で
の
活
発

な
議
論
を
促
し
、
よ
り
良
い
田
野
畑
村

を
構
築
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新体制スタート

議長
鈴木 隆昭（64歳）

（当選８回）

副議長
佐々木 功夫（74歳）

（当選10回）

副委員長
工藤 求（67歳）

（当選７回）

委員長
小松山 久男（62歳）

（当選３回）
中村 勝明（71歳）

（当選11回）
上村 浩司（49歳）

（当選1回）

常
任
委
員
会

・	総務、教育、民政
	 などを調査します。
・		議会広報紙の編集、発行、
	 公聴活動をします。

委員長
中村 芳正（70歳）

（当選7回）

佐々木 功夫（74歳）
（当選10回）

副委員長
佐々木 芳利（68歳）

（当選5回）

上山 明美（60歳）
（当選2回）

議
会
運
営
委
員
会

議
長
あ
い
さ
つ

・	産業、経済、建設、観光、
	 商工などを調査します。

畠山 拓雄（63歳）
（当選2回）

● 

一
般
会
計　

歳
出
総
額
70
億
６
４
７	

０
万
円
、
執
行
率
73
・
３
％

　

・
起
立
多
数
で
認
定

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

〇 

事
業
勘
定　

歳
出
総
額
６
億
４
８
２	

０
万
円
、
執
行
率
91
・
８
％

〇 

直
営
診
療
施
設
勘
定　

歳
出
総
額
１ 

億
１
５
８
７
万
円
、執
行
率
94
・
７
％

　

・
起
立
多
数
で
認
定

● 

簡
易
水
道
特
別
会
計　

歳
出
総
額
１	

億
５
８
１
５
万
円
、執
行
率
48
・
２
％

　

・
起
立
多
数
で
認
定

● 
集
落
排
水
特
別
会
計　

歳
出
総
額
４	

６
３
１
万
円
、
執
行
率
86
・
４
％

　

・
起
立
多
数
で
認
定

● 

下
水
道
特
別
会
計　

歳
出
総
額
２
４	

２
８
万
円
、
執
行
率
90
・
３
％

　

・
起
立
多
数
で
認
定

●
介
護
保
険
特
別
会
計

〇 

保
険
事
業
勘
定　

歳
出
総
額
４
億
８	

２
５
７
万
円
、
執
行
率
95
・
０
％

〇 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定　

歳
出
総

額
１
０
７
４
万
円
、
執
行
率
85
・
２	

％

　

・
起
立
多
数
で
認
定

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　

歳
出

　

総
額
３
６
１
５
万
円
、
執
行
率
98
・

　

２
％

　

・
起
立
多
数
で
認
定

一般会計・特別会計の
　平成 30年度決算を認定

■健全化判断比率

比率名 平成 30年度
早期健全化

基　		　準
実質赤字
比率 ― 15.0％

連結実質
赤字比率 ― 20.0％

実質公債
費比率 8.4％ 25.0％

将来負担
比率 ― 350.0％

※比率が算定されなかった場合は　
　「―」を記載している

議
決
し
た
主
な
議
案
な
ど

※ 

各
決
算
の
執
行
率
は
、
予
算
現
額
に

対
す
る
歳
出
総
額
の
割
合
で
す
。

● 

平
成
30
年
度
田
野
畑
村
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
の
健
全
化
判
断
比
率
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。
実
質
赤
字
比
率

と
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
赤
字
で
は
な

い
た
め
該
当
し
ま
せ
ん
。
実
質
公
債
費

比
率
（
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
借
金

の
比
率
）
は
８
・
４
％
で
早
期
健
全
化

基
準
25
・
０
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
健

全
な
財
政
状
況
と
い
え
ま
す
。

● 

23
災
第
６
６
３
号
平
井
賀
漁
港
海
岸

施
設

（
防
潮
堤
）
災
害
復
旧
工
事
の

変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
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　　　　ここが聞きたい！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般質問

質問者 質	問	項	目

上山　明美

◆ハイペ線の現在の状況と今後の見通し
◆児童生徒の食物アレルギーの状況と対応

（その他の質問）
　・今後の新庁舎建設までの流れ
　・思惟大橋コミュニティ公園の活用方法　ほか１件

中村　勝明

◆住宅リフォーム助成制度を設けてはどうか
◆漁業の担い手対策はすでに実施済。農業、林業への取り組みは

（その他の質問）
　・村の職務遂行方法を、職員に対し指示命令よりも「提案」「相談」に徹　
　　するほうがスムーズに運営できるのでは
　・国保税を国に対し協会けんぽ並みの引き下げを求めるべきでは　ほか３件

佐々木　芳利

◆庁舎建設候補地選定会議委員会と庁舎建設検討会議の方向性の
　違いについて、村長の判断
◆道路除草に係る今後の方向性

（その他の質問）
　・高齢者生きがい対策福祉野菜実証事業の販売実績

佐々木		功夫

◆役場庁舎・道の駅の新設
◆今後の村政（10年後の人口推移・税収）

（その他の質問）
　・第三セクター各社ごとの経営状況
　・村長の政治姿勢　ほか１件

上山 明美議
員

ハイペ線の今後の見通しは

村長 ---	復旧工事期間は、３年程度を要する見込み

村長 ---	 	現在の制度が十分に活用されたうえで、なお需要が
ある状況になれば、本村独自の制度を検討したい

【
問
】
通
行
止
め
が
続
い
て
い
る
ハ
イ
ペ
線
の
現
在

の
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
。

【
村
長
】各
種
調
査
を
８
月
で
完
了
。県
の
対
応
は
、

そ
の
調
査
結
果
を
基
に
、
年
度
内
着
手
す
る
運
び

で
あ
る
。

　

今
後
の
対
応
は
、
工
事
の
施
工
範
囲
を
２
工
区

に
分
割
し
、当
面
調
整
可
能
な
予
算
の
範
囲
内
で
、

比
較
的
崩
壊
範
囲
の
少
な
い
方
を
先
に
工
事
着
手

予
定
。
ま
た
、
崩
壊
範
囲
の
大
き
い
方
は
、
県
２

月
議
会
の
議
決
を
経
た
後
に
、
追
加
工
事
の
着
手

予
定
で
あ
る
。

　

復
旧
工
事
期
間
は
、予
算
規
模
を
考
慮
す
る
と
、

３
年
程
度
を
要
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

【
問
】
児
童
生
徒
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
状
況
と
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

【
教
育
長
】
全
児
童
生
徒
の
約
３
％
が
、
何
ら
か

の
食
物
に
対
し
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
し
て
い
る
。

　

小
中
学
校
で
は
、
学
校
で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

事
故
防
止
の
徹
底
の
為
、
年
度
当
初
に
全
児
童
生

徒
の
保
護
者
よ
り
調
査
を
行
い
対
応
し
て
い
る
。

　

学
校
給
食
で
は
、
岩
手
県
教
育
委
員
会
の
「
学

校
に
お
け
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
応
指
針
」
に
沿

い
、
保
護
者
、
学
校
お
よ
び
給
食
セ
ン
タ
ー
で
検

討
の
う
え
、
除
去
食
や
代
替
食
な
ど
を
提
供
し
て

い
る
。

【
問
】
村
内
業
者
施
工
に
よ
る
住
宅
改
修
、
修
繕
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

【
村
長
】
耐
震
改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
工
事
は
、

既
に
助
成
制
度
が
あ
る
が
、
余
り
活
用
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
制
度
が
十
分
に
活
用
さ
れ
た
う
え

で
、
な
お
需
要
が
あ
る
状
況
に
な
れ
ば
、
本
村
独
自

の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
検
討
し
た
い
。

【
問
】
漁
業
の
担
い
手
対
策
は
す
で
に
実
施
し
て
い
る
。

農
業
、
林
業
へ
の
取
り
組
み
は
。

【
村
長
】
農
業
は
、
村
・
県
・
農
協
な
ど
が
連
携
し

て
就
農
希
望
者
の
対
応
に
あ
た
る
仕
組
み
を
作
り
、

岩
手
県
農
業
公
社
が
行
う
「
農
業
実
践
研
修
生
受
入

経
営
体
等
支
援
事
業
」
を
活
用
し
た
研
修
生
を
受
け

入
れ
る
経
営
体
へ
の
支
援
や
制
度
の
相
談
を
行
っ
て

い
る
。

　

村
で
は
、
こ
れ
ら
実
践
研
修
生
に
対
す
る
生
活
費

や
研
修
費
の
助
成
と
し
て
、
月
額
最
大
12
万
円
を
最

長
２
年
間
支
給
す
る
「
新
規
就
農
者
実
践
研
修
支
援

事
業
補
助
金
」
を
単
独
で
事
業
化
し
て
い
る
。

　

林
業
は
、
育
成
研
修
に
要
す
る
規
模
や
高
度
な
技

術
取
得
が
必
要
。
こ
の
た
め
、
岩
手
県
林
業
技
術
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
、
林
業
へ
の
就
業
希
望
者
な
ど

を
対
象
に
し
た
「
い
わ
て
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
研

修
制
度
が
あ
り
、
こ
の
制
度
へ
誘
導
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
「
い
わ
て
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
は
、
総
合
的
な
研

修
内
容
で
、
在
籍
中
は
機
械
技
能
や
安
全
作
業
管
理

な
ど
、
林
業
分
野
に
就
業
す
る
う
え
で
必
要
な
資
格

を
取
得
で
き
、
研
修
か
ら
終
業
時
の
生
活
費
給
付
に

至
る
ま
で
、
就
業
支
援
制
度
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

住宅リフォーム助成制度を設けてはどうか

ここが聞きたい！　一般質問

※一般質問のうち、各議員２項目を抜粋し掲載しております。

5

中村 勝明議
員
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９月定例会で決まったこと

庁舎建設候補地選定会議委員会と庁舎建設検討会議
の方向性の違いについて、 村長の判断は

村長 ---	 	色々な視点で物事を考え、皆で共有しながらグランド
デイン構想の方向性を再確認したもの。よって、方向
性の違いは微塵もない

議案等番号 議		案		名		等 審議結果

報告第 1号 平成 30	年度田野畑村の健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 報告

議案第 1号 23 災第 663 号平井賀漁港海岸施設（防潮堤）災害復旧工事の変更請負契
約の締結に関し議決を求めることについて 可決

議案第 2号
23 災第 663 号平井賀漁港海岸施設防潮堤災害復旧（水門土木）工事の変
更請負契約の締結に関し議決を求めることについて

可決

議案第 3号
23 災第 663 号平井賀漁港海岸施設防潮堤災害復旧（機械設備）工事の変
更請負契約の締結に関し議決を求めることについて

可決

議案第 4号 田野畑村立学校給食センター整備工事（機械設備工事）の請負契約の締結
に関し議決を求めることについて 可決

議案第 5号 田野畑村消防団員の定員、任免、給与、職務等に関する条例の一部を改正
する条例 可決

議案第 6号 田野畑村営運動場設置条例の一部を改正する条例 可決

議案第 7号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第 8号 田野畑村製氷貯氷施設設置並びに管理に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第 9号 田野畑村簡易水道等条例の一部を改正する条例 可決

議案第 10号 集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 可決

議案第 11号 田野畑村下水道条例の一部を改正する条例 可決

議案第 12号 令和元年度田野畑村一般会計補正予算（第２号） 可決

議案第 13号 令和元年度田野畑村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決

議案第 14号 令和元年度田野畑村介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決

認定第 1号 平成 30年度田野畑村一般会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 2号 平成 30年度田野畑村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 3号 平成 30年度田野畑村簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 4号 平成 30年度田野畑村集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 5号 平成 30年度田野畑村下水道特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 6号 平成 30年度田野畑村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 7号 平成 30年度田野畑村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

ここが聞きたい！　一般質問

佐々木 芳利議
員

役場庁舎 ・ 道の駅の新設について、 計画規模では将来の財政
危機が危惧される。 規模縮小など、 計画を見直すべきでは

村長 ---	 	原則、庁舎および公共施設整備基金の積み立て、市町村役場機
能緊急保全事業債、2020 年度までの時限制度などを組み合わせ
た事業費の概要を基本に検討

7

【問
】
新
庁
舎
建
設
候
補
地
が
、
ア
ズ
ビ
ィ
周
辺
方

針
決
定
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。
庁
舎
建
設
候
補

地
選
定
会
議
委
員
会
と
庁
舎
建
設
検
討
会
議
の
出

し
た
方
向
性
が
違
っ
て
い
る
。
村
長
の
判
断
は
。

【
村
長
】
庁
舎
建
設
候
補
地
の
選
定
は
、
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
答
申
や
役
場
職
員
に
よ
る
公
共
整

備
の
視
点
も
加
え
、
多
角
的
な
見
地
で
検
討
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
「
庁
舎
建
設
候
補
地
選
定
会
議
」
と
「
庁
舎
建

設
検
討
会
議
」
は
、色
々
な
視
点
で
物
事
を
考
え
、

そ
の
意
見
を
皆
で
共
有
し
な
が
ら
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
構
想
の
方
向
性
を
再
確
認
し
、
縄
を
編
む
よ

う
に
ま
と
め
の
作
業
、
大
切
な
会
議
を
行
っ
た
も

の
。
よ
っ
て
、
方
向
性
の
違
い
は
微
塵
も
な
い
。

　

加
え
て
、
こ
れ
ら
の
会
議
に
お
い
て
、
価
値
の

異
な
り
、
優
劣
の
あ
る
場
所
、
争
点
に
な
る
よ
う

な
場
所
の
選
定
で
は
な
く
、
地
域
創
生
の
価
値
を

高
め
る
た
め
に
時
間
を
要
し
た
も
の
で
あ
る
。　

【
問
】
道
路
除
草
に
対
し
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

地
元
負
担
を
大
き
く
感
じ
て
い
る
自
治
会
が
あ

る
。
村
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

【
村
長
】
各
行
政
区
か
ら
、
出
来
る
こ
と
出
来
な

い
こ
と
な
ど
、
地
区
の
実
情
を
踏
ま
え
、
一
緒
に

考
え
協
議
し
な
が
ら
、
地
区
と
行
政
の
望
ま
し
い

連
携
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

【
問
】
役
場
庁
舎

・
道
の
駅
の
新
設
に
つ
い
て
、
計

画
規
模
で
の
建
設
は
、
将
来
の
財
政
危
機
が
危
惧

さ
れ
る
。
規
模
縮
小
す
る
な
ど
、
村
の
負
担
を
最

小
限
に
抑
え
る
よ
う
に
計
画
を
見
直
す
べ
き
で
は
。

【
村
長
】
後
年
度
の
財
政
負
担
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
、
原
則
、
庁
舎
お
よ
び
公
共
施
設
整
備
基
金

の
積
み
立
て
、
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業

債
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
時
限
制
度
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
事
業
費
の
概
要
を
基
本
に
検
討
。

　

ま
た
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
暮
ら
し
や
す

い
村
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
の
実
現
、
今
後

の
公
共
財
の
投
資
的
経
費
、維
持
管
理
費
の
抑
制
、

投
資
と
効
果
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
詰
め

て
い
く
。

【
問
】
10
年
後
ど
の
く
ら
い
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
か
。
①
人
口
推
移
②
税
収

【
村
長
】
①
９
月
１
日
時
点
で
の
村
の
人
口
は
、

３
３
２
８
人
。
人
口
の
推
移
は
、
厚
生
労
働
省
関

連
機
関
で
あ
る
「
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
」
が
公
表
し
た
平
成
30
年
版
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、２
０
３
０
年
に
は
２
５
０
２
人
と
の
推
計
。

　

②
予
想
は
か
な
り
難
し
く
、
単
純
に
数
値
を
示

す
こ
と
は
出
来
な
い
。
２
０
３
０
年
の
人
口
が
、

約
25
％
減
と
の
推
計
の
た
め
、ど
う
連
動
す
る
か
、

増
え
る
要
素
は
少
な
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

佐々木 功夫議
員

討　
　

論

　
　
　
　
　

佐
々
木
功
夫
議
員

　　

生
き
が
い
の
館
の
修
復
に
か
か
わ
る

総
工
費
の
是
非
と
、
現
在
計
画
中
で
あ

る
新
庁
舎
お
よ
び
道
の
駅
の
規
模
縮
小

や
見
直
し
に
つ
い
て
も
全
く
考
え
て
い

る
よ
う
な
答
弁
で
は
な
か
っ
た
。

　

現
在
の
経
済
情
勢
を
考
え
、
村
が
率

先
し
て
経
費
を
削
減
し
、
村
民
が
本
当

に
必
要
と
し
て
い
る
も
の
は
何
な
の
か

を
当
局
が
よ
く
見
極
め
る
必
要
が
あ

る
。

　　
　
　
　
　

上
山
明
美
議
員

　　

平
成
30
年
度
の
決
算
額
は
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
歳
入
歳
出
と
も
に
減

額
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
関
連
の

復
興
事
業
の
進
展
に
伴
う
も
の
で
、
復

興
事
業
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
結
果
と

判
断
で
き
る
。

　

村
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金

不
足
比
率
は
、
各
比
率
と
も
監
査
委
員

よ
り
良
好
と
さ
れ
、
予
算
が
計
画
的
に

執
行
さ
れ
て
い
る
結
果
と
考
え
る
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計

お
よ
び
特
別
会
計
決
算　
　
　

賛
成

反
対
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2019・11・15　議会だより たのはた

　

平
成
か
ら
令
和
へ
変
わ
り
、
４
年

ぶ
り
の
議
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
か
ら
始
ま
り
、
広
報

公
聴
常
任
委
員
会
の
委
員
長
と
な
り

ま
し
た
。

　

議
会
の
声
と
村
民
の
声
が
ひ
と
つ

に
な
れ
ば
、
次
に
向
か
っ
て
い
く
、

▼
勇
気
▼
希
望
▼
元
気
が
出
る
、
そ

ん
な
議
会
広
報
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　（
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　

小
松
山　

久
男
）

　

10
月
16
日
第
６
回
臨
時
会
を
開
催
し
、
議
員

に
よ
る
発
議
案
が
２
件
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
内
容
は
、「
新
役
場
庁
舎
建
設
特
別

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
」、「
新
道
の
駅
移
転

建
設
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
」
で
す
。

　

10
月
16
日
第
６
回
臨
時
会
後
に
、
台
風
19
号

災
害
対
応
の
た
め
、
村
議
会
災
害
対
策
会
議
を

設
置
し
、
村
と
協
力
・
連
携
し
て
対
処
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

特別委員会を設置
（新役場庁舎建設 ・ 新道の駅）

◆
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　

便
利
な
時
代
で
あ
り
な
が
ら
、
身
近
に
四
季
を
感

じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
田
野
畑
村
に
期
待
す
る
こ
と
は

　

担
い
手
が
少
な
い
一
次
産
業
で
す
が
、
村
の
宝
な

の
で
、
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　

仕
事
が
な
い
と
人
は
集
ま
り
ま
せ
ん
。
日
中
の
人

口
と
消
費
を
確
保
す
る
た
め
に
、
雇
用
を
確
保
し
て

ほ
し
い
で
す
。

◆
ス
マ
イ
ル
や
元
気
の
も
と
は

　

家
庭
円
満
で
あ
る
こ
と
で
す
。

三上　大貴さん
（41 歳　浜岩泉）

新役場庁舎建設特別委員会委員長の
就任あいさつをする小松山久男議員

編
集
後
記

村議会災害対策会議を開催
（台風 19 号災害による）

災害対策会議の様子

ご意見とご感想を
お待ちしております。
　「読みやすく、わかりやすい議会広報」
を目指して編集に取り組んでいます。
　皆さまの声も掲載したいと思います。
	（ただし、要約し掲載する場合もあり
ます）

　

台
風
19
号
の
被
災
者
の
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。


